
 

 

 

 

 

立憲民主党の参院選政策メインキャッチコピー 

「物価高から、あなたを守り抜く」 
7 月 20 日投開票の参院選で勝利し、自公政権の息の根を止めよう！ 

青森選挙区では福士ますみさんが現職と互角の闘いを展開中です 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

元気に青い森公園で第一声！ 
与野党逆転は青森の地から 
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むつ市議会第 264回定例会 杉浦議員は 2 項目にわたり、市の政策を質しました 
むつ市議会第 264 回定例会は 6 月 3～26 日の日程

で開催されました。一般質問は 6 月 12,13,16 日の 3

日間開催され 15 名の議員が登壇しました。 

杉浦弘樹議員は初日の 12 日に登壇し、(1)ニホン

ザル被害対策について、(2)西通地区在住の高校通学

について、の 2 点について市の方針などを質しまし

た。(1)では昨年度は前年度より被害件数、額とも減

少しているがサルの行動領域に変化が認められ、大

畑地区が増加しているとのこと、今後の方針として

は電子柵などの拡充、モンキードッグやデジタル技

術の拡充、野猿監視員の待遇改善とともにスキルア

ップをめざすと回答しています。また、(2)では業者

の要員不足などで西通地区スクールバスの減便など

で不便になっていることは承知しており、当該保護

者などへのアンケートを分析しながら効果的な対応

により何とか改善したいとの回答を引出しました。

《一般質問に登壇した 15 名の議員の質問と答弁要旨・デーリー東北紙より》 
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佐賀英生議員、六ヶ所村高レベル放射性廃棄物の搬入から 30 年を踏まえ 
市長の所感と一歩踏み込んだ対応を求めました…しかし、その答弁は… 

同議員は六ヶ所村への高レベル放射性廃棄物搬入

から 30 年という節目を迎えたことを踏まえ、当市と

しても中間貯蔵施設を有しており、何らかのアクシ

ョンを起こすべきとして市長の見解を求めました。 

これに対し、答弁に立った斉藤副市長は市として

は国の責任のもと放射性核燃料サイクルの確実な実

施が進められるものと認識していること、また、現

状より踏み込んだスタンスを求めるべきとの意見に

は市の見解としてはては高レベル放射性廃棄物の最

終処分について特段申し上げる立場にないとし、国

による核燃料サイクル政策の確実な実施が進められ

るよう引き続き国や事業者の動向を注視し、今後も

必要に応じて各議員の意見を受けながら要請活動や

青森県共創会議などさまざまな形で確認をして行き

たいと答弁するにとどまり、議論は深まりませんで

した。 
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こちらは佐井村から明るい話題です 

6/10 東奥日報→ 



戦後 80年特集①      この記事は 6 月 8 日付読売新聞・青森版に掲載されたものです 

～北方の兵隊さんへ～女学生から慰問文  

満州で兵士支えた便り むつの住宅で見つかる 
 太平洋戦争中、東京の女学生が

満州（現中国東北部）で活動する

兵士に送った「慰問文」が、むつ

市中央の杉沢セイ子さん（89）宅

で見つかった。慰問文は1943年初

頭のものとみられ、本土での日常

や戦地の兵士を思いやる内容がつ

づられている。戦後 80 年を迎える

今年、戦争を伝える記録として当

時に思いをはせる手がかりになれ

ばと、杉沢さんは慰問文を女学生

らが所属した学校に返還する予定

だ。（伊藤駿介） 

 

 青森市の県立郷土館によると、

慰問文は戦地の兵士の士気を高め

るための手紙で、学校が子どもた

ちに受取人を特定せずに書かせる

場合が多かったという。 

 杉沢さんが見つけたのはＡ３サ

イズほどの４枚だ。戦時中、陸軍

に召集されて満州に渡った叔父の

片谷理吉さん（1916 年生まれ、故

人）が終戦前に除隊して帰郷した

際、杉沢さんに手渡していた。 

 杉沢さんはその後、慰問文を箱

にしまい込んで忘れていたが、最

近、高齢となり身辺整理をしてい

たところ発見した。片谷さんから

「慰問文を戦地から腹巻きの中に

入れて持ち帰ってきた」と聞かさ

れたといい、杉沢さんは「つらい

戦地で、本土からの便りはよっぽ

ど大事だったのだろう」と思いや

る。 

 慰問文には差出人として、東

京・渋谷区の関東高等女学校（現

関東国際高校）の女学生４人の名

前がある。「北方の兵隊さんへ」

と宛てて、「大東亜戦争２回目の

お正月を迎え、おいしいおもちな

どたくさん食べて」「寒さの中で

も日夜一生懸命に活躍くださいま

して」などと書かれていた。 

 また、「私たちが心配していた

ガダルカナル島で、とうとう日本

が勝ったと聞いた」との一文もあ

る。実際には、同島を巡る戦いで

日本は敗北し撤退したにもかかわ

らず、大本営は 43 年２月９日、撤

退ではなく、目標達成による「転

進」と発表。国民を欺いていた。 

 郷土館学芸課の佐藤良宣学芸主

幹（55）は４枚について、日付を

特定できないものの、内容から

「43 年の正月から２月頃に書かれ

たものではないか」とみる。その

上で、「戦後 80 年がたってこのサ

イズのものが見つかるのは珍しい。

戦時下の子どもたちの日常や思い

を知ることができる」と話す。 

 杉沢さんは今後、慰問文を関東

国際高に返すつもりだ。当時の女

学生や、その親族の手元に届くの

かはわからない。ただ、「戦争を

知らない人たちが増えている中、

今の高校生たちが戦争について考

える一つのきっかけになるのかも

しれない」と思いを巡らせている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
杉沢さん宅で見つかった慰問文（４日、むつ市で） 



戦後 80年特集②     この記事は 6 月 24 日付朝日新聞・全国版に掲載されたものです 

歴史を胸に、祈る 沖縄、慰霊の日 つないでくれた命、大切に 沖縄慰霊の日 

「おばあちゃんの歌」  城間一歩輝（いぶき） 

毎年、ぼくと弟は慰霊の日に 

おばあちゃんの家に行って 

仏壇に手を合わせウートートーをする 

 

一年に一度だけ 

おばあちゃんが歌う 

「空しゅう警報聞こえてきたら 

今はぼくたち小さいから 

大人の言うことよく聞いて 

あわてないで さわがないで 落ち着いて 

入って いましょう防空壕（ごう）」 

五歳の時に習ったのに 

八十年後の今でも覚えている 

笑顔で歌っているから 

楽しい歌だと思っていた 

ぼくは五歳の時に習った歌なんて覚えていない 

ビデオの中のぼくはあんなに楽しそうに踊りな

がら歌っているのに 

  

一年に一度だけ 

おばあちゃんが歌う 

「うんじゅん わんにん 艦砲ぬ くぇーぬく

さー」 

泣きながら歌っているから悲しい歌だと分かっ

ていた 

歌った後に 

「あの戦の時に死んでおけば良かった」 

と言うからぼくも泣きたくなった 

沖縄戦の激しい艦砲射撃でケガをして生き残っ

た人のことを 

「艦砲射撃の食べ残し」 

と言うことを知って悲しくなった 

おばあちゃんの家族は 

戦争が終わっていることも知らず 

防空壕に隠れていた 

戦車に乗ったアメリカ兵に「デテコイ」と言わ

れたが 

戦車でひき殺されると思い出て行かなかった 

手榴弾（しゅりゅうだん）を壕の中に投げられ 

おばあちゃんは左の太ももに大けがをした 

うじがわいて何度も皮がはがれるから 

アメリカ軍の病院で 

けがをしていない右の太ももの皮をはいで 

皮ふ移植をして何とか助かった 

でも、大きな傷あとが残った 

傷のことを誰にも言えず 

先生に叱られても 

傷が見える体育着に着替えることが出来ず 

学生時代は苦しんでいた 

  

五歳のおばあちゃんが防空壕での歌を歌い 

「艦砲射撃の食べ残し」と言われても 

生きてくれて本当に良かったと思った 

おばあちゃんに 

生きていてくれて本当にありがとうと伝えると 

両手でぼくのほっぺをさわって 

「生き延びたくとぅ ぬちぬ ちるがたん」 

生き延びたから 命がつながったんだね 

とおばあちゃんが言った 

  

八十年前の戦争で 

おばあちゃんは心と体に大きな傷を負った 

その傷は何十年経っても消えない 

人の命を奪い苦しめる戦争を二度と起こさない

ように 

おばあちゃんから聞いた戦争の話を伝え続けて

いく 

おばあちゃんが繋（つな）いでくれた命を大切

にして 

一生懸命に生きていく 

日本本土最大の地上戦となり、日米合

わせて 20 万人が犠牲になった沖縄戦。

その戦没者らを悼む戦後 8年の「慰霊の

日」を迎えた沖縄に、真夏の日差しが降

り注いだ。沖縄県糸満市では沖縄全戦没

者追悼式があり、伊良波小６年生の城間

一歩輝（いぶき）さん（写真左）が「お

ばあちゃんの歌」を朗読した。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



脇野沢勤労者福祉協議会 第 30 回緑化記念植樹祭が開催されました 
 1993 年より続いている脇野沢勤労者福祉協議会に

よる植樹祭が 6月8日、むつ市脇野沢地区愛宕山公園

などで行われました。本年は 30 回目の節目でもあり、

むつ市民以外にも大間町からも参加者がありました。

この植樹祭は連合下北地域協議会の社会貢献活動の

一環として、当時の地元営林署の全面的な支援のも

とにスタートしたものです。その後はろうきん・全

労済の活動を通じて地域住民の福祉活動を充実させ

る目的で設立された勤労者福祉協議会が主体とが旧

脇野沢村の大きな行事の一つとして 

 当日は好天にも恵まれ、地域住民の憩いの場でも

ある愛宕山公園などにツツジの苗木を 20 本程度植樹

しました。行事終了後は参加者全員による恒例の懇

親会も行われ、大いに賑わいました。

 

 

 

 

 

 

 

 
 

むつ市が誇る郷土の画家・菊池時男さんの個展が開催されました 
 6 月 12 日から 15 日までむつ市

図書館で『下北ジオパーク再認定

記念・下北 130 景』と銘打った作

品展が開催され、主に郷土の名所

旧跡の水彩画が会場狭しと展示さ

れ、訪れた多くの市民を魅了して

いました。 

菊池時男さんは、むつ市を拠点

に活動する画家であり、版画家と

しても知られています。岩手県遠

野市出身で、かつては JR 大湊駅に

勤務しながら、20 代前半から油

絵・版画・水彩画など多彩な表現

に取り組んできました。氏の作品

は、自然や旅先の風景をテーマに

したものが多く、特に 2017 年以降

に訪れたエストニア・タリン、南

フランス、スペイン・アンダルシ

アなどのヨーロッパの風景を描い

たシリーズ「ヨーロッパ紀行～風

と光の中で～」は、光と空気

感、歴史ある街並みを繊細に

表現しています。 

また、地域では「ジオ版画

クラブ」の代表としても活動

しており、下北ジオパークを

テーマにした作品制作や、地

元の小学生への版画指導な

ど、地域文化の発信と教育に

も力を注いでいます。 

さらに、菊池さんは日本最

大級の公募展「国展」を主催

する国画会の会員でもあり、

「春のかたち」シリーズな

ど、毎年大作を出展し続けて

いる実力派です。彫刻刀で板

を削って凹凸をつける独自の

技法も特徴的で、絵画と彫刻

の中間のような立体感ある作

品世界を築いています。 

 

 

 

 

！ 

 

 

 

 

6/17 東奥日報 

 

次回号に左記の

ような菊池さんの

ふるさと風景水彩

画を特集させてい

ただきますので乞

う、ご期待を！ 

(事務局：栗橋) 



下北の民話から～北部
き た べ

王（きたべおう）四代記（前編） 
 

 

《田村麻呂から北部王まで》 

坂上田村麻呂が鬼伏(脇野沢)で安

達小連（あだちのこむらじ）の娘

に生ませた三つの子の長女・名部

子（鍋子）は、安達小佐麻呂と半

島の中央、大鍋平（むつ市大平）

にあった。霊場恐山を開いて住民

の教化に努め、北部（下北）の長

として 370年続いた。その 18代安

達五郎行清は豊富な資源に恵まれ

たが、酒色にふけっておごり高ぶ

り、住民の恨みを買って文治５年

（1189）正月15日、館を焼かれて

鶴畸の湊（むつ城ヶ沢）から行方

不明になった。 

北部の長・安連行清が滅んで間

もなく鎮守府将軍陸奥守兼出羽守

押領使・従四位上藤原泰衡朝臣も

源頼朝に亡ぼされた。その後、北

部の王は決まらないままだったが

建仁３（1203）年５月になって征

夷大将軍頼朝の命により地頭とな

ってきたのが工藤大和守である。 

 工藤大和守は曽我兄弟が富士の

裾野で仇を討った工藤祐経の子で

ある。頼朝の信望厚かった祐経の

子も祐経亡きあとは頼朝に嫌われ、

地頭の名のもとに北部に送られた

のであった。北部の住民はこの地

頭の命に従わず、翌年３月この工

藤大和守を追い払って主のない地

方になった。 

そこへ承元２年（1208）秋、泉

小次郎親衡なるものが信濃から逃

れてきて、大勇をもって民衆を叩

き、自分から地頭を称して北部の

王となった。この泉親衡は歴史の

陰で活躍した人物である。 

頼朝が夫人政子の妹の供養に行

った締りに落馬し、思いのほかの

大怪我となり、正治元年（1199）

53 歳で亡くなった。長子頼家は僅

か 19 歳で二代将軍を継ぐ。ここに

北条時政の策略がクモの糸のよう

に絡みつき、頼家は病気を理由に

翌年、弟の千幡（実朝）に将軍の

座を渡さざるを得なかった。 

頼家は時政の専断を怒り、妻の

父と組んで時政を除こうとして、

逆に修繕寺に幽閉されてしまう。頼

家は温泉の湯口から漆を流され、

全身がかぶれて見るかげもなく元

久元年（1204）７月18日の夜、湯

殿で時政の手の者に殺される。 

３代将軍となった実朝は鎌倉の

鶴岡八幡宮で頼家の長子公暁に殺

され、鎌倉幕府の正統は僅か３代

で亡んでしまう。 

頼家にはもう一人の子、千寿丸

がいた。泉親衡はこの千寿丸を奉

じて源氏の再興を企てる。自分の

出身地信濃をはじめ、越後、下総

の武将約 300 余りで北條を攻める

計画を立てるが、これが事前に漏

れて千寿丸は自刃して果てた。謀

将泉親衡は北條の手を逃れ、以来、

歴史上では行方不明の人物となっ

ている。 

「東北太平記」によると、その

泉親衡が下北半島に流れ着き自ら

地頭を称したとある。 

親衡ははじめ岩屋（東通村）の 

海岸に漂着、エゾの首領丹突一派

を亡ぼし、やがて半島の中央に進

んで安東太郎国衛を名乗った。北

州の桂麻呂の娘を娶って、一男一

女を設ける。その後、国衛の子孫

は５代に渡って北部の地頭として

栄えた。２代盛親のときに城ヶ沢

（むつ市）に、鶴崎天台山順法寺

城を築いたといわれる。 

鎌倉時代に下北半島は糠部郡宇

曽利郷（ぬかのごおりうそりごう）

と呼ばれていた。時が移り、南北

朝時の正平２年（1347）、押領主

南部信政は吉野宮の後村上天皇に

参内、大塔宮護良親王の遺児・八

幡丸を「陸奥国北階上郡の王とし

たい旨」奏上した。後村上天皇は

大いに喜んで直ちに八幡丸を召さ

れ、加冠の上、正三位民部卿に任

じられ、源良尹王（みなもとのな

がただおう）として陸奥北部王に

封じられた。 

信政は吉野を出立、生国甲斐に

暫くとどまり、9 月に奥州津軽花輪

城に至った。目代として半島にあ

った武日修理太夫と赤星五郎の置

名を呼び、北部（半島）の鶴畸天

台山順法寺城を大改造して良尹王

を迎えることにした。 

翌正平３年４月、西沢右近光広

は精兵一千余人を仕立てて皇孫の

供をし、津軽平館から対岸の鬼沢

（脇野沢）に着き、海岸伝いに順

法寺城に入った。 

北部王家（きたべおうけ）、その名前を聞いたこ

とがおありでしょうか。室町時代にむつ市周辺に存

在したとされる、南朝の皇族の血を引く一族です。

後村上天皇の甥・良尹（ながただ）王が、根城南部

氏の支援を受けて田名部地方の領主として迎えられ

たことに始まります。「蠣崎蔵人の乱」で５代で実

質、滅びたとされています。この一族の物語は『東

北太平記』という軍記物語にも記されており、南北

朝時代の余韻を色濃く残す地域史の一幕として、今

も語り継がれています。 

〔森勇男氏著「下北伝説の旅」より〕 

北部王家の歴史を刻む錦帯城跡地（むつ市川内町） 

次回号に続きます 

シリーズ・歴史を紐解く㉘ 


